
令和３年度
群馬県キャリア教育研究大会

実践発表 小学校特別活動部会

館林市立第十小学校

発表者 久木原 悠太



【児童数543名】
【学級数23】
各学年３学級
知的２学級
情緒３学級
日本語学級
みどり学級
(LD・ADHD等通級指導教室)

～学校概要～





◎本校特別活動 今年度の重点目標①
・集団の一員としてよりよい生活を築こうとする自治的な

話合いの力を育てる。（計画委員会による話合い活動）

背面黒板の
学級会コーナー



◎本校特別活動 今年度の重点目標②
・相手の立場を理解し、認め合うことを基本として、

望ましい人間関係を育てる。（いじめ防止対策への取組）

ありがとうの花



◎本校キャリア教育の目標
「自己肯定感（有用感）と人間関係力の育成」

～自分の長所や短所を知り、
将来の夢や希望の実現に向けて努力する態度を養う～

「なりたい自分」を明確にして活動→振り返り
・行事がんばりカード（運動会、スマイルランニング）
・たてわり活動（学年別めあて→振り返りカード）



・夢カード（小学校1年生～中学校3年生）
・こども宇宙プロジェクトへの参加



◎館林市教育委員会・キャリア教育の方針と重点
・一人一人の社会的・職業的自立に向け、

必要な基盤となるような能力や態度を育てる教育の推進
・組織的、系統的なキャリア教育の推進

ＩＣＴ活用能力
※小中連携校・多々良中学校ではＩＣＴを活用し生徒総会や生徒会役員選挙を実施



ＩＣＴ活用

なりたい自分を明確に

「ゆめ」に向かって
自ら学びねばり強く取り組む子

３つの柱



【授業実践】～学級活動～

～５年～
「夢」にむかって

小学校学習指導要領 特別活動
２ 学級活動の内容
⑶一人一人のキャリア形成と自己実現
ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる

意欲や態度の形成

※学習指導案あり



○授業前…指導案検討会
（校内研修部、特別活動部）

○授業後…授業検討会
（校内研修部、特別活動部、参観者）

○授業
１，夢に関する本時の課題をつかむ
２，今までの自分を振り返る
３，班で「夢の実現」へのアドバイスを送り合う
４，個人目標を決める



※対話的に学ぶ児童の姿「高学年」
友達の考えを聞いたり、１人１台端末を用いたりして
様々な情報を適切に集め、自分の考えと比較し協働して
よりよい考えを創り上げている児童。

◎校内研修との関わり
「自分の考えをもち、対話を通して

深く学ぶことができる児童の育成」
～ICT を取り入れた単元・授業の構想と

協働学習を取り入れた指導の工夫～



【ねらい】
１人１台端末を活用した意見の共有を通して、

自分自身のよさや今までの行動の改善点に気付
き、今後の行動について見通しをもち、それを
自主的に実践しようとする態度を養う。

ICTの可能性を追求
→有効性を検討する



１．つかむ（課題の把握）
○「夢」に関するアンケート結果を提示し

本時の課題をつかむ。
（Google Forms）←ICTの活用

～夢に関する活動を振り返る～
・こども宇宙プロジェクト
・夢カード
・夢についてのインタビューカード など



２．さぐる（可能性への気付き）
○今までの自分を振り返る
（ロイロノートでワークシートを配付）

３．見付ける（話合い）
○グループでお互いの「夢の実現」

のためのアドバイスを送り合う。
（ロイロノートの共有ノート）



「見付ける」場面でのICT活用
【共有ノートで意見を出し合う】
・ロイロノートのシンキングツール

「ウェビング」を活用

・３人グループ
・①②③の番号をつける
・左記の掲示物で各自が

書き込む場所を提示



「見付ける」場面でのICT活用

３人全員が
ノートの全て
を操作できる
のでルールを
作成した。



「見付ける」場面での手立て

アドバイスのポ
イントを提示す
ることで、様々
な考えが書ける
ようにした。



４．決める（個人目標の意思決定）
○「なりたい自分」

「具体的な個人目標」を決める。
→提出箱に提出
（他の友達のものを確認）



～本授業の板書・ICT活用の様子～

ウェビングの活用場面



～本授業の成果～
○共有ノートを活用したためグループの意見が同時に

共有できた。
→手本がすぐに見られるので、どんな児童も

手が止まることなく意見を書くことができた。
○端末を中心に授業が進められていた。

→どこでもできる（離れていても）
様々な児童の特性に対応できる（緘黙・言語）
→今後のICTの可能性が広がった

○アドバイスを集めたことにより夢の実現に向けた
行動目標を具体的に設定することができた。



～本授業での課題～

○「対話」が全て一人一台端末で行われていた
→実際に声を出して伝える場面も必要
（よいところは、直接伝えられた方が嬉しい）

○全員が前を向いたまま活動していた
→グループごとに向き合って座り、グループ活動を

しているという意識を持たせたほうがよい



～本授業の総括～

○ICTの新たな
可能性を見い出
すことができた

○従来型学習の
よさを再認識

ICT活用と従来型学習のハイブリッド

授業のねらいを達成するための手立てとしてICTを活用する。
（本授業では、夢の実現のための行動目標の設定）



他の実践 ６年「 2学期」のなりたい自分

マンダラートを活用
し、自分のなりたい
姿を具体的にイメー
ジさせた。

マンダラートの活用
方法を示し、考えが
深まるようにした。





【まとめ】
○３つの柱を中心に実践を重ねている
○「ありがとうの花」をはじめとして、児童のよさや

可能性を引き出している
○新しいツールであるICT機器を使いこなせるよう

積極的に活用している→必要な能力

△実践が途切れないようそれぞれの活動がつながる
ようにする必要がある

△日常の中でのキャリア教育を充実させていく
△高学年のみ実践が進むのではなく、学校全体で

ステップアップできる体制作りをしていく



～Finish～
【ご清聴ありがとうございました】



1 題材名　夢に向かって

学級活動（３）ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成

2 題材について

⑴ 児童の実態（３１名）

⑵ 題材選定の理由

3 校内研修との関わり

学級活動指導案
令和３年９月２２日(水) 第４校時　５年２組（５年２組教室）　指導者　久木原 悠太

　　本学級の児童は、授業に主体的に取り組むことができ、発言も活発である。活発な発言が私語に発展
してしまったり、内容がぶれてしまったりすることもあるが、互いに注意し合い素直に受け入れることもでき
る。また、中には意見や考えがありながらも発表できない児童もいる。そのため、一人一台タブレットを対
話のツールとして活用し、意見交流が活発化するようにした。年度当初から、計画委員会を発足し話し合
い活動の経験を積み重ねてきた。また、一人一人夢を明確にもっている。しかし、「今、夢に向かって積極
的に行動出来ていますか？また、夢を叶えようと努力することが出来ていますか。」という質問に対して
「積極的にできている」と答えた児童が４０%にとどまっていることから、夢の実現に向け、具体的な行動
ができていないと考えられる。そこで今できることを具体的に考え、夢の実現のために行動する態度を養
うことが効果的であると考える。

　　本題材は、小学校学習指導要領特別活動［学級活動］の２「内容」(３)「一人一人のキャリア形成と自
己実現」の「ア　現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成」により設定したものであ
る。内容は、個々の児童の将来に向けた自己実現に関わるものであり、一人一人の主体的な意思決定に
基づき、各個人が実践までつなげることをねらいとしている。そのために、自分の得意なことや経験したこ
とを振り返ったり、友達と意見交流をしたりして、自分のよさや可能性、自分自身の成長に気付かせ、なり
たい自分を見通し、今の自分が取り組んでいくことを意思決定する。
　また、本校の教育目標は「ゆめ　なかよし　げんき」であり、その中で「ゆめに向かって自ら学びねばり強
く取り組む子」の育成に努めている。その教育目標を実現するための一つとして本授業を位置付ける。

　　本校の今年度の校内研修主題は「自分の考えをもち、対話を通して深く学ぶことができる児童の育
成」であり、副題は「ICTを取り入れた単元・授業の構想と協働学習を取り入れた指導の工夫」である。
また、本校は通常学級18クラス、特別支援学級情緒３クラスと知的２クラスと比較的規模が大きいこと
や、日本語学級や通級指導教室があり様々な児童が在籍している。そこで、児童の特性から上手く意見
を伝えられないなどの多様なニーズに応える合理的配慮の一貫としてICTを対話のツールの一つとし活
用していきたい。また、校内研修全体会にて学年ブロックごとに十小の「対話的に学ぶ児童の姿」を定義
した。高学年は「友達の考えを聞いたり、１人１台端末を用いたりして様々な情報を適切に集め、自分の
考えと比較し協働してよりよい考えを創り上げている児童」とした。この中の「１人１台端末の活用」や「協
働してよりよい考えを作り上げる」ということも意識して授業づくりをした。



4 目標

5 第５学年及び第６学年の評価規準

観
点

評
価
規
準

6 指導計画

知 思 態

事前 ◯

よりよい生活を
築くための知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

　　話合いを生かして、自己の将来のため今何をすべきかを意思決定したことに、自主的、実践的に取り
組むことができるようにする。

評価の観点
・主な指導上の留意点

・現在の自分たちの生活から
　課題を見つけられるように、
　夢に対する普段の行動がわ
　かるようなアンケートを実施す
　る。

・こども宇宙プロジェクトの写真
　撮影の際に、夢の実現のため
　には何が必要か考えさせ、挙
　げておく。また、保護者にも何
　が必要かインタビューし多方
　面から情報を集めておくこと
　で、本時の導入がスムーズに
　進むようにする。

学習過程

　　希望や目標をもつこと、働く
ことや学ぶことの意義を理解
し、自己のよさを生かしながら
将来への見通しをもち、自己実
現を図るために必要な知識や
行動の仕方を身に付けている。

　　希望や目標をもつこと、働く
ことや学ぶことについて、よりよ
く生きるための課題を認識し、
解決方法などについて話し合
い、自分に合った解決方法を意
思決定して実践している。

　　現在及び将来にわたってより
よく生きるために、見通しをもっ
たり振り返ったりしながら、自己
のよさを生かし、他者と協働し
て、自己実現に向けて自主的に
行動しようとしている。

◯ねらい　・学習活動

◯自分の夢と夢に対する普段の行動
　　を振り返る。
・夏休み前に、自分の夢に対する気持
　ちや行動を振り返り「夢カード」の記
　入をする。その後、保護者に児童の夢
　に対するメッセージを書いてもらう。
・夢に向かってどんなことをしているか
　アンケートに答える。
・「こども宇宙プロジェクト」への参加を
　通して、将来についての見通しをも
　つ。



本時 ◯ ◯

事後 ◯

7 本時

⑴ ねらい

⑵ 準備

　一人一台端末を活用した意見の共有を通して、自分自身のよさや今までの行動の改善点に気付き、今
後の行動について見通しをもち、それを自主的に実践しようとする態度を養う。

・1人1台端末　・教師機　・プロジェクター　・アンケート結果の集約　・夢カード
・ワークシート（ロイロノート）　・グループメンバーでの共有ノート(ロイロノートのシンキングツール）

・プラスの声かけやアドバイスを
　意識させ、友達や友達の夢を
　否定するようなことは言わない
　よう事前にアドバイスのポイン
　トを示した掲示をし、指導す
　る。
・他者の様々な意見を自分の
　生活に生かせるよう、グルー
　プ内だけにとどまらず、学級
　全体で共有する。
（ロイロノートで提出箱を作
　成し、ワークシートを提出さ
　せる。）

・振り返る時間を学期末に設け
  ることで、夢に対する気持ちを
  高める。
・帰りの会で実施している「今日
　のかがやきさん」でよく実践し
  ている友達を賞賛することで、
　認め合い高め合う雰囲気作り
　をする。
・学校全体で行っている「ありが
　とうの花」の活動から、他者の
　よいところを見つける力や認め
　合う良さに気付かせるととも
  に、他者から認められることで
  夢の実現に向けた生活への意
  欲が高まるようにする。

◯夢に向かって、今やるべきことをグ
　　ループ討議を基に、自分自身で意
　　思決定し、自ら行動する態度を身
　　に付ける。
・アンケート結果から、普段の行動を振
　り返る。
・こども宇宙プロジェクトの写真撮影の
　際に考えた、夢の実現のために必要
　なことを振り返りながら今できている
　こととできていないこととで整理する。
・グループで互いの夢を共有し、今や
　るべきことを考える。（ロイロノート）
・グループ討議を生かし、今後に向け
　ての意思決定をする。

◯自分で決めたことを定期的に振り返
　　る。
・定期的に振り返って自分自身の行動
　を見直す。（学期末）
・年度末に「夢カード」の振り返りを
　行う。



⑶ 展開

導
入

（
つ
か
む

）
５
分

展
開

（
さ
ぐ
る
・
見
付
け
る

）
２
５
分

児童の活動 指導上の留意点

１．つかむ（課題の把握）
〇提示された事前アンケート
 　結果を見て、本時の課題を
　　つかむ。
〇夢に対する意識はどうか、
　 夢の実現に向けて努力でき
   ているか振り返り、課題に
   気付く。

・夢がないとダメという
　ことではないことを伝
　える。ない場合にはど
　んな大人になりたい
　かで考えさせる。
・こども宇宙プロジェク
　トの写真撮影の際や、
　保護者アンケートで
　挙げておいた、夢の実
　現のために必要なこと
　を振り返りながら今で
　きていることとできて
　いないこととで整理
　する。

２．さぐる（可能性への気付き）
〇今までの自分の行動で、で
　 きていること、できていない
   ことを振り返ったり、「なりた
   い自分」について願いをもっ
   たりする。（５分）

３．見付ける（話合い）
〇グループで互いの夢を共有
   し、今できることややるべきこ
   とを出し合う。
 (グループ内で共有したロイロ
ノートに書き出していく）
（1人につき5分程度）

・振り返ったことがまと
　められるワークシート
　を準備しておく。

・グループ討議の際に
　は、アドバイスのポイン
　トを示した掲示をし、
　友達の夢を否定せず、
　前向きでやる気になる
　ようなアドバイスをす
  るよう指導する。

目指す児童の姿と評価方法資料

・現在の自分たちの生
　活から課題を見つけら
　れるように、アンケート
　結果をまとめた表をプ
　ロジェクターで提示す
　る。

・ロイロノートでワーク
　シートを配布する。
(入力するのが難しい児
童には、手書きでよいと
伝える）

・事前にグループのメン
　バーのみで共有でき
　るようにした共有ノート
　(ロイロノート)を準備し
　ておく。また、ロイロノー
　トでは、シンキングツー
　ル(ウェビング)を使用
　し、自分がどこに書い
　てよいのかを事前に伝
　える。

希望や目標を
もつことについ
て考え、夢の実
現のため現時
点での課題を
認識し、解決方
法を話し合い、
自分に合った
解決方法を意
思決定してい
る。
【思・判・表】
（ワークシート・
発言・観察）

見通しをもった
り振り返ったり
しながら、自己
のよさを生か
し、他者と協働
して自己決定
し、自己実現に
向けて自主的
に行動しようと
している。【態】
（ワークシート・
発言・観察）

めあて 「夢」に向けて、今やるべきことを考えよう。



終
末

（
決
め
る

）
１
５
分

8 板書計画

４．決める
　(個人目標の意思決定）
〇なりたい自分になるために、
　 自分に合った具体的な個人
   目標（内容や方法）を決め
   る。（8分）

〇ワークシートを提出箱に提出
   する。提出されたものを見て、
   他のグループの意見も確認
   する。（7分）

・話合いが生かされる
  よう、話合いの中で挙
　がった意見を参考に
　考えるよう伝える。ま
　た、振り返りの際に、
　目標を達成し次の目
　標を立てられるよう、
　今の自分にできそうな
　内容で考えさせる。
・他者の様々な意見を
　自分の生活に生かせ
　るよう、友達のワーク
　シートを確認する時間
　をとり、その後数人に
　発表させる。
　（振り返り）

希望や目標を
もつことについ
て考え、夢の実
現のため現時
点での課題を
認識し、解決方
法を話し合い、
自分に合った
解決方法を意
思決定してい
る。
【思・判・表】
（ワークシート・
発言・観察）

見通しをもった
り振り返ったり
しながら、自己
のよさを生か
し、他者と協働
して自己決定
し、自己実現に
向けて自主的
に行動しようと
している。【態】
（ワークシート・
発言・観察）

・提出箱を事前に作成
  しておく。
・授業時間だけ、提出箱
　の共有を有効にしてお
　く。

「
夢
」
に

向

け

て
、
今

や

る

べ

き

こ

と

を

考

え

よ

う
。

スクリーン

（アンケート結果を映す）

「
夢
」

見本

・

ルール


